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Ⅰ．はじめに 

１．問題の所在と背景 

日本人は長く生きられるようになった。特に女性は長命である。柏木６）は、人生が長く

なった今、人や世の中という「他者という枠」にとらわれず「自分の志というものを見直してそれを軸

にして生きるということが必要な社会になってきている」と述べる。女性が高齢期を見据えて今後の

生き方を考える重要性が理解される。 

  中原ら７）の 50歳から 64歳までを「向老期」と定義して行った質問紙調査からは向老期の考えは

高齢期へと継続する可能性が示されていた。人はこれまでの経験から得た価値観をもとに生きて

いると考える。中年後期にある女性たちの、経験から得た価値観の内容を明らかにし、形成の過程

を検討することは、今後、女性たちの価値観形成にとって何らかの示唆が得られる可能性がある。

しかしこれまでの研究では中年後期女性を対象とし、価値観を形成するプロセスを面接において

尋ねた研究は見当たらない。 

２．目的 

本研究の目的は中年後期女性における生き方に対する価値観形成のプロセスを解明することで

ある。 

Ⅱ．研究方法 

１．調査対象者 

本研究では 50 歳から 64 歳までを「中年後期」と操作的に定義した。中年後期女性 14

名を対象者とした。抽出方法は機縁法で行った。 

 ２．調査方法 

データ収集のため、面接調査を行った。面接に先立ち、文章完成法に基づいた調査票を

用いた。調査票に沿って半構造化面接を行った。 

３．倫理的配慮 

本研究は、桜美林大学研究倫理委員会の承認を得た。 

４．分析方法 

本研究では分析に Modified Grounded Theory Approach（M-GTA）29）を用いた。分析テー

マを「中年後期女性における生き方に対する価値観形成のプロセス」とし、分析焦点者を「地域

に在住する、結婚および就業経験を持つ中年後期女性」とした。 

Ⅲ 結果と考察  

    分析の結果、【これが私】【気付き】【覚悟を持つ】【価値ある考え】という、４個のカテゴリーを生成

した。各カテゴリーを用い、「中年後期女性における生き方に対する価値観形成のプロセス」を次

のようにまとめた。 

「中年後期女性は既に獲得された【これが私】という意識のもとに日々を生きている。それは人生

で起こることを引き受ける【覚悟を持つ】自分でもある。そうした自分が日々【気付き】を得ながら、【価

値ある考え】を自分のものとしている。【価値ある考え】をもとに生きるが、出来事のたびに【これが私】

という自己に戻り、また【気付き】を得て価値観の修正や継続、新たな価値観の形成を行う。この営

みは繰り返し行われ、中年後期女性の成長へとつながっていく。 
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Ⅳ まとめ  

本研究は分析テーマを「中年後期女性における生き方に対する価値観形成のプロセス」とし、分析 

焦点者を「地域に在住する、結婚および就業経験を持つ中年後期女性」とした。Ｍ－ＧＴＡを用いて

分析した結果、価値観に至るプロセスとして、【これが私】【気付き】【覚悟を持つ】【価値ある考え】のカ

テゴリーを生成した。中でも【覚悟を持つ】【気付き】は価値観形成の要因として重要であると考える。

女性の中年後期からの人生を考える時、これからも覚悟を持った自分が多くの気付きを得て、現在の

価値観を検討していくことが望ましいのではないかと考える。 

 中年後期女性は『調整する』『わきまえる』『比較する』といった知恵を使い生活していることが分かっ

た。また、中年後期女性の発達は『挑戦する』のように、既に経験知を持つ彼女らが主体的に何かに

挑戦し、新たな経験を得ることで促されるのではないかと考察した。 

Ⅴ 今後の課題 

  本研究の対象者は 14人であった。また、高学歴であり過去に専門的、技術的な職業に就い 

ていた、あるいは今もそうした職業に就いている対象者が多く、限られた範囲の研究であった。 

中年後期女性の価値観形成のプロセスを明らかにするためには、岡本１０）が示すように「主婦専業 

型、シングル型」なども含め、様々なライフスタイルを持つ中年後期女性を対象とすることが望まれた。 

人数も少数であるため、理論的飽和には至っていないと考えられる。 

本研究の対象者は中年後期の女性であった。しかし、高齢期での夫婦のみの暮らしや一人暮 

らし、未婚率の上昇といった現在の日本の状況を見た時、若い世代や、男性の価値観を検討す

ることも必要ではないかと考える。 
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